
令和３年度 学校運営連絡協議会報告書 

1 組織 

(1)東京都立田園調布高等学校学校運営連絡協議会（全日制課程） 

(2)事務局の構成 総務部主任（事務局長） 総務部員（３名） 計４名 

(3)内部委員の構成 

校長、副校長、経営企画室長、教務部主任、生活指導主任、進路指導部主任、総務部主任、総務部担当 

 計８名 

(4)協議委員の構成 

近隣警察署職員、学識経験者２名、近隣小学校長、近隣中学校長、近隣特別出張所長、近隣自治会長、 

本校同窓会会長 ＰＴＡ会長 計９名 

 

2 令和３年度学校運営連絡協議会の概要 

(1)学校運営連絡協議会の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

第１回  

日時：令和３年６月２５日（金） 場所：本校小会議室、出席者：内部委員８名、協議委員８名 

内容：校長挨拶、協議委員委嘱、委員紹介、内部委員及び評価委員の紹介、学校経営計画について、各分掌から 

  の本校の現状と課題についての報告、意見交換、協議委員からの提言、事務連絡 

 

第２回  

日時：令和３年１１月１９日（金） 場所：本校小会議室、出席者：内部委員８名、協議委員６名 

内容：校長挨拶、各分掌からの本校の現状と課題についての報告、学校評価アンケートについて、意見交換、 

   協議委員からの提言、事務連絡 

 

第３回 

日時：令和４年２月１０日（木） 場所：本校小会議室、出席者：内部委員８名、協議委員６名 

内容：校長挨拶、各分掌からの本校の現状と課題についての報告、学校評価アンケート結果について、意見交換、 

  協議委員からの提言、事務連絡 

 

3 学校運営連絡協議会による学校評価 

(1)学校評価の観点 

・本校の学校経営計画に基づく教育活動に対する満足度、理解度および情報発信の結果について把握する。 

・生徒、保護者、教員に対する設問項目から、三者の意識の相違を通して教育活動の課題を把握する。 

・意見欄の設定により意見を具体的に把握する。 

(2) アンケート調査の実施時期・対象・規模 

① 実施時期 （１２月下旬） 

生徒全員 ： 回収数   ５７４名／７１０名  （回収率 ８１％ Ｒ2：８９％）  

保護者  ： 回収数   ３２０名／７１０名  （回収率 ４５％ Ｒ2：２７％）  

教  員  ： 回収数      ３３／４５名  （回収率 ７１％ Ｒ2：５５％）  

② 評価項目 

学校経営計画の実現に向けた取り組みが明確になるように質問内容を精選した。アンケート項目は、生徒・保 

護者・教員については２０項目を設定した。２０項目については【学習指導】３項目、【進路指導】３項目、 

【生活指導・特別活動】７項目【教育環境、校内美化等】３項目【情報公開】１項目【学校満足度】３項目とし

た。選択肢については、「そう思う」「ややそう思う」「あまりそう思わない」「思わない」の４項目である。肯定

的な意見は「そう思う」「ややそう思う」の合わせた数とした。 

 (3) 評価結果の概要   

① 生徒・保護者・教員の比較 



設問 1 【学習指導】学校は、生徒の進路希望実現に必要な学力を育む授業を行っている。 

生徒の７５％（Ｒ2:７５％）保護者の８３％(Ｒ2:７０％)教員の１００％（Ｒ2:８０％）が肯定的評価を 

 した。 

設問 2 【学習指導】学校は、生徒が授業内容を十分に理解するよう指導している。 

生徒の７９％（Ｒ2:７５％）保護者の７８％（Ｒ2:６６％）教員の９４％（Ｒ2:９２％）が肯定的評価を 

した。 

設問 3 【学習指導】学校は、生徒の学力を定着・向上させるため、指導方法や小テスト、自宅学習課題、 

  週末課題等を工夫している。  

  生徒の７８％、保護者の８１％、教員の９４％が肯定的評価をした。 

設問 4 【進路指導】学校は、進路学習（夏季集中型学力向上講習、土曜講習等）の充実に努めている。  

生徒の７８％（Ｒ2:７８％）保護者の７９％（Ｒ2:７８％）教員の９４％（Ｒ2:８４％）が肯定的評価を  

した。 

設問 5 【進路指導】学校は、進路説明会の実施等を通して、生徒が自分の進路について主体的に考えられるよう  

指導している。  

   生徒の８２％(Ｒ2:８０％)保護者の８３％（Ｒ2:８０％）教員の９４％（Ｒ２:８０％）が肯定的評価を 

した。 

設問 6 【進路指導】学校は、進路指導部だよりや各種資料の提示を通して、進路情報の提供に努めている。 

生徒の７９％(Ｒ2：８０％)保護者の７９％(Ｒ2：７０％)教員の７８％（Ｒ2：８４％）が肯定的評価を 

した。 

設問 7 【生活指導・特別活動】生徒は、本校の生活信条「誠実・敬愛・自主・自律」を実施している。  

   生徒の７４％（Ｒ2:７４％）保護者の８０％（Ｒ2:７９％）教員の９９％（Ｒ2:６８％）が肯定的評価を 

した。 

設問 8 【生活指導・特別活動】学校は、体罰・暴言のない教育活動を行っている。 

生徒の８４％（Ｒ2:８８％）保護者の９４％（Ｒ2:９９％）教員の９７％（Ｒ2:９６％）が肯定的評価を 

  した。 

設問 9 【生活指導・特別活動】学校は、年間３回の生徒アンケート実施等を通して、いじめの早期発見・未然防 

   止に取り組んでいる。  

生徒の８２％（Ｒ2:８３％）保護者の８７％（Ｒ2:８３％）教員９７％（Ｒ2:９６％）が肯定的評価を 

した。 

設問 10 【生活指導・特別活動】学校行事（体育祭、ぽろにあ祭、合唱祭）は充実している。 

   生徒の７４％保護者の８１％、教員８１％が肯定的評価をした。 

設問 11 【生活指導・特別活動】部活動は充実している。 

生徒の７４％（Ｒ2:６９％）保護者の６７％（Ｒ2:６４％）教員の６９％（Ｒ2:６４％）が肯定的評価を 

 した。 

設問 12 【生活指導・特別活動】教員や養護教諭、スクールカウンセラーによる悩み相談等、学校の相談機能は 

 充実している。 

生徒の７８％（Ｒ2:８３％）保護者の８１％（Ｒ2:７８％）教員の９４％（Ｒ2:９２％）が肯定的評価を 

した。 

設問 13 【生活指導・特別活動】学校は、感染症対策下にあっても、必要な非常災害時の対応について指導して 

いる。  

生徒の７６％（Ｒ2:７８％）保護者の８６％（Ｒ2:８５％）教員の９０％（Ｒ2:９２％）が肯定的評価を 

 した。 

設問 14 【教育環境、校内美化等】学校の施設・設備は充実している。  

生徒の５４％（Ｒ2:３８％）保護者の４６％（Ｒ2:３８％）教員の６４％（Ｒ2:１２％）が肯定的評価を 

した。 

設問 15 【教育環境、校内美化等】生徒は校内美化に努めている。  



生徒の６４％（Ｒ2:４８％）保護者の６７％（Ｒ2:６６％）教員の６４％（Ｒ2:５６％）が肯定的評価を 

した。 

設問 16 【教育環境、校内美化等】学校図書館（図書室）の蔵書・設備は充実している。  

生徒の８０％（Ｒ2:９３％）保護者は８３％（７３％）教員の８８％（Ｒ2:８４％）が肯定的評価をした。 

設問 17【情報公開】学校は、ホームページや授業公開週間を通して、教育活動の様子を保護者や地域に積極的に 

公開している。 

生徒の７５％（Ｒ2:７５％）保護者は７５％（Ｒ2:７６％）教員の７５％（Ｒ2:８４％）が肯定的評価を 

した。 

設問 18【学校満足度】生徒は、本校に入学して満足している。  

生徒の７７％（Ｒ2:８４％）保護者の８５％（Ｒ2:８８％）教員の９７％（Ｒ2:１００％）が肯定的評価 

 をした。 

設問 19 【学校満足度】生徒は、ライブ配信によるオンライン学習で、十分な学習ができた。  

 生徒の６６％（Ｒ2:５７％）保護者の４９％（Ｒ2:３７％）教員の５４％（Ｒ2:４８％）が肯定的評価を 

した。 

設問 20 【学校満足度】田園調布高校への入学を、親しい人に勧められる。  

 生徒の７４％（Ｒ2:２１％）保護者の８１％（Ｒ2:２７％）教員の７６％（Ｒ2:２８％）が肯定的評価を 

した。 

設問 21【教育環境、校内美化等】教職員は、計画的かつ合理的な仕事の進め方により、業務の効率化を図ってい

る。【教員のみ】 教員の６１％（Ｒ2:３２％）が肯定的評価 

 

設問 22【教育環境、校内美化等】教職員は、会議の上限時間を設ける等、勤務時間の縮減を図っている。 

【教員のみ】  教員の４５％が肯定的評価 

 

(4)評価結果の分析・考察 

  今年度も昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、オンライン授業、非公 

 開学年別体育祭や非公開の文化祭、合唱祭の中止等、制限がある中での教育活動を実施した 1 年間であった。

感染防止に努め、「学び」を存続していく状況でのアンケート結果である。 

① 【学習指導】について 

本校は東京都教育委員会から進学指導研究校に指定され、９割以上の生徒が進学を希望する４年制大学入学に

必要な学力や、高大接続改革で求められる知識・技能及び思考力、判断力、表現力を育む授業を推進している。 

学習指導については、教員側と生徒側の意識に大きな差がみられる。教員が授業を工夫し、学力向上に努めて

いると回答しているのに対して、生徒の肯定的評価は設問１では２５％、設問２と設問３では１５％低くなって

いる。教員側の授業に臨む思いが生徒に十分に伝わっていないことが分かる。教員は、生徒にとって、わかる授

業や学力の向上を実感できる授業を推進するために、生徒の学習状況を十分に捉え、指導方法を工夫するなど授

業力向上を図る必要がある。生徒にとってやる気・効率ともに充実した自主学習となるよう、教科間での連携に

よる週末課題や自宅学習課題について見直していく必要がある。生徒自身も授業や週末課題等への取組状況、学

力テストに臨む態度等に対する自己評価を行う必要がある。宿題によって学習習慣が形成される生徒が多いため、

教科が工夫をしながら、自学自習の習慣を身に付けさせる取組みを次年度も継続していく。授業そのものは概ね

静かであるが、板書されたことを書き写すだけの受け身の姿勢の生徒もいる。また、一部授業に集中できない生

徒もいる。生徒の主体的な姿勢や自学自習への取組は今後、大きく期待されることである。教員と生徒が授業の

目標設定に対する共通理解を図り、ともによりよい授業を創り上げていくことが今後さらに重要となる。 

本校の場合は、各科目とも学力について多様化がみられ、習熟の程度が異なる。アドバンストクラスと他クラ

スでは、カリキュラムは同様であるが、学習の目標設定、難易度、進度の設定が異なる場合が多い。また、生徒

には教科により得手、不得手があり、バランスの取れた学力形成が必要である。 

また、今後もオンライン学習の効果を上げる努力が望まれる。 

②【進路指導】について 



設問 5で、生徒の８２％(Ｒ2:８０％)の生徒が、主体的に進路について考えることができるよう指導されてい

ると答えている。教員の９４％（Ｒ２:８０％）が肯定的評価と評価に１２％の開きがある。キャリアガイダンス

や面談週間をさらに充実させ、進路意識の向上につとめ、さらに生徒のニーズに沿った進路情報の提供の仕方を

より工夫していくことが必要である。また、教員間では情報共有をさらに深め、希望大学別講習等個に応じた指

導を深めたい。それとともに、生徒自身が主体的な進路情報収集を行う姿勢を養うことも重要であり、その両面

から進路指導について考えていくべきである。第１学年では、早い時期から進路情報に触れて欲しいと願い、専

用の進路コーナーや廊下の掲示を積極的に行った。１、２学年共に「学年便り」でも進路情報に常に触れている。 

 また、模試に関しても、事前指導や事後指導に力を入れている。 

進路指導に関しては、本校では「田高進路プロジェクト」を中心に充実した進路指導を進めており、進学実績 

等から保護者・地域においても近年評価されていることが数値に表れている。今後も生徒・保護者への進路情報

の提供についてはさらに検討していく必要がある。生徒・保護者の要望を十分把握し、分掌と学年が連携をとり

具体的な資料提供を行っていく必要がある。 

③【生活指導・特別活動】について 

設問８「学校は、体罰・暴言のない教育活動を行っている」について、肯定的評価をした生徒の８４％（Ｒ2:

８８％）教員の９７％（Ｒ2:９６％）であった。肯定的な回答は教員が１％増加したのに対して、生徒が４％減

少した。この２年間のコロナ禍で、人と密に接する機会が減り、人同士のコミュニケーショが希薄になっている。 

 教員は、さらに生徒への言葉かけにも最善の注意を払い、教員と生徒間での温かな人間関係を構築していきた

い。今後も体罰のない教育活動を行っていく。 

④【教育環境、校内美化等】について 

設問 14「施設設備」では、生徒の５４％（Ｒ2:３８％）教員の６４％（Ｒ2:１２％）が肯定的評価をした。 

生徒は、昨年度と比べ肯定的な回答が１６％増加した。「外壁工事」の完成の影響が大きい。次年度から始まる

「トイレの改修」も楽しみである。経年劣化した施設ではあるが、清掃が行き届き大切に使われているため、教

員も生徒も学校への愛着があると考える。 

設問 21．22 学校は計画的な仕事の進め方により、教職員の業務の効率化を図り、教職員一人一人のライフ・ワ

ーク・バランスの実現を推進している。解説：ライフ・ワーク・バランス（生活と仕事の調和）とは、東京都の

方策として、「国民一人一人がやりがいや充実感をもちながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域

生活等においても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できること。」

をいう。【教員のみ】 教員の６１％（Ｒ2:３２％）が肯定的な回答をしている。昨年度に比べて２９％増加した

ものの、依然として、教員の多忙感は変わらない。日々のバランスが改善され、教員が日々研鑽に励めるように

なり、生徒への授業と教育の質向上へとつながるような展開が期待される。 

⑤【情報公開】について 

生徒の７５％（Ｒ2:７５％）保護者は７５％（Ｒ2:７６％）教員の７５％（Ｒ2:８４％）が肯定的評価をして

いる。新型コロナ対策で来校が難しい現在、より新しい情報を掲載するホームページの更新回数増加や、各学年

「学年便り」の定期的な発行を通して、保護者等に確実に情報が届くようさらに工夫していく。 

⑥【学校満足度】について 

田園調布高校への入学を、親しい人に勧められると、生徒の７４％（Ｒ2:２１％）保護者の８１％（Ｒ2:２７％）

教員の７６％（Ｒ2:２８％）が肯定的評価をしている。昨年度より大幅な肯定的な回答が増加したことは大変嬉

しいことである。本校生徒、教員が、本校に誇りを持って通えるように、学校生活の充実に努めていく。 


